
～商業施設の立地、地域活力の向上～

【群馬県館林市】西部第二地区（道路区画・都市再生）
土地区画整理事業による活気あふれる地域づくり
 土地区画整理事業により、施行区域内の住環境を改善し、良好な居住環境の形成を図る

 土地区画整理事業による都市計画道路等の都市施設整備により、当該地区人口が増加、民間投資による商業施設も立地され、地域活力が向上

～区画整理事業による基盤整備により、施行区域内の住環境を改善し、良好な居住環境と地域活力の向上を図る～
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― 土地区画整理事業施行区域

整備前（昭和50年時点） 現在（平成29年時点）

土地区画整理事業
（平成11年度～令和14年度）

（都）富士原線（整備中）
（都）西部二号線
（歩道整備・整備中）

事業の効果
・市内外アクセスの向上
地区北西部から館林ICへの約25％改善アクセス向上

（20分から15分へ短縮）
・地区内定住人口の増加

人口約1.4倍、住宅数約2倍（平成11年度比）
・消防困難地域の解消

（整備前）
（都）学校通り線
（整備中）

都市計画道路整備により安全安心かつ快適で利便性の高い地域へ
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